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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文では,核磁気共鳴 (NMR)法によるリポソーム膜中のリン脂質の挙動およびイオンの膜透過に
関する研究結果を5章にわたり述べている｡ 第 1章および第2章では,天然型ホスファチジルコリン
(PC)の持つエステル結合に代えてアミド結合を持ち,人工境界脂質となりうる非天然型リン脂質,1,2
-ジミリスタミド 1ー,2-デオキシホスファチジルコリン (D14DPC)の,リポソーム膜内挙動を解明して
いる｡また第3章以降では,脂質2分子膜の内外に存在するイオン種をNMRにより区別し,その膜透
過を検討している｡ これらの研究成果は以下に要約される｡
(1)D14DPC/DMPC混合リポソーム脂質2分子膜中では,外層-DMPCよりもD14DPCが偏在する
ことを明らかにした｡この際lH検出13C-NMR法の適用により,従来法よりも高感度の測定を可能にし
た｡
(2)D14DPC分子の極性頭部の立体構造および運動性は,D14DPC単独から形成したリポソーム膜中で
はDMPCとは異なるが,D14DPC/DMPC混合リポソーム膜中ではDMPCとほぼ同じであり,混合膜中
においては両脂質分子間の水素結合の寄与は小さいことを示した｡
(3) 抗生物質septamycinがNa+,K+ぉよぴCs+ィォンの膜透過を促進するイオノフォアとして機
能することを初めて明らかにした｡
(4) 緩和試薬としてMn2十を用い,従来不可能であったリポソーム膜内外の35cIIあるいは81BrIの
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識別および膜透過の観測を可能とした｡さらにこの手法により赤血球内外のC1~イオンの区別をも初め
て可能にした｡
以上,本論文ではD14DPCの膜内挙動の詳細をNMR法により解明し,lH検出13C-NMR法による脂
質分子の挙動解明の可能性を開いた｡また主要な生命現象であるイオンの膜透過の研究へのNMR法の
さらなる利用の可能性を示した｡これらはいずれも学術的にも実際的にも極めて意義のある成果であり,
依って本論文は博士 (工学)の学位論文として価値あるものと認めた｡また,平成9年2月21日,論文内
容とそれに関連した事項に関して試問をおこない,その結果,合格と認めた｡
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